
「JR四日市駅前への大学設置について」

四日市市長 森智広
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四日市産業共創大学群（仮称）

三重大学（国立大学）

四日市公立大学（仮称）



北勢５市５町の現状について～製造品出荷額より～

２

（参考）

岐阜県：約６兆７，２０２億円

出典：２０２４年「経済構造実態調査（製造業事業所調査）」経済産業省

北勢５市５町は

三重県の製造品出荷額の内、

約７２％を占めている重要地域！



四日市市の現状について～製造品出荷額より～

石油・化学・半導体・自動車・電機・機械・食品など多様な地域産業

出典：２０２４年「経済構造実態調査（製造業事業所調査）」経済産業省

本市は、製造品出荷額が
全国１２位の日本を
代表する産業都市

半導体を含む
電子部品・デバイス・電子回路製造、
コンビナートを中心に素材を含む
化学工業
が約６割を占める

３



四日市市の現状について～三重県内での人口減少率は最低～

４

三重県内において、北勢地域（５市５町）

の人口減少率は比較的低い！

「ー０．５％」は神奈川県の人口減少率（全国４位）

と同じ

三重県の人口減少率は「ー４．３％」で全国２４位

（参考）

四日市市の人口減少率は「ー０．５％」



四日市市の現状について～人口動態のポイント～
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四日市市 令和７年人口は ３０５，０８５人（ー１，２８９人：主な要因は自然減）

出典：「令和08年03月10日 記者会見資料 四日市市の出生数４年ぶりに増加！」

出生数の増加は、令和３年以降、４年ぶり

※ 自然減「その地域における出生数よりも死亡数が上回
り、人口が自然に減少していく現象」



三重県の現状について ～学生に対する調査より～

県内高校生が学びたい分野

・工学が１位！

・理学、工学いわゆる理工系が約３割！

出典：三重県「【生徒】県立大学の設置に関する学びの需要調査 結果」 ６



三重県の現状について ～理工系の学びの場が不足している～

県内で工学分野を学ぶ

ことのできる大学は

１校のみ！

７

出典：「各都道府県における高等教育の現状に

関する調査研究」文部科学省



三重県の現状について ～高等教育を受ける機会が少ない～

県内の高校生の約８割が県外流出！

出典：「各都道府県における高等教育の現状に関する調査研究」 文部科学省

三重県内の大学収容力は全国最下位

８

入学定員 ３，１３０人

１８歳人口 １６，４９１人
＝ １８．９８％

三重県外への高校生大学進学者数 ６，１１７人

三重県内の高校生大学進学者数 ７，８７５人

＝ ７７．６７％
出典：「学校基本調査 出身高校の所在地県別 入学者数（令和７年度）」 文部科学省

（全国平均 ４０．５９％）



理系人材不足に伴い、将来的に

製造業人材が大幅に不足！

国の推計について

出典：経済産業省経済産業政策局

「2040年の就業構造推計（改訂版）について」

９

出典：文部科学省

「成長分野転換基金」の公募に向けた事業説明会（第２回）

国は、少子化に対応するための

理系人材比率を維持・確保するイメージを示している！



中部地域の戦略産業クラスター計画（経済産業省）における公立大学の位置づけ

【中部地域が目指すべきクラスターの姿】

出典：令和8年5月18日「地域未来戦略に関する総理報告」資料より作成

【クラスター実現に向けた課題と政策パッケージ】

本市の公立大学構想は

経済産業省の計画に明示
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大学設置の目的 ～少子化の時代になぜ大学をつくるのか？～
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大学設置でこのチャンスを掴む！！

▶ 多様な産業集積

国の戦略産業クラスター計画において、

産学官の連携強化が求められている。

強み

産業都市として、更なる成長・発展に繋げていく！！



ＪＲ四日市駅前への大学設置計画 ～新設大学のイメージ～

□JR四日市駅前には、本市が中心となって設置する

「公立大学」と「三重大学の新教育研究拠点」を想定。

新設大学のイメージ
～ 令和１４年４月 開学予定 ～
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四日市産業共創大学群構想（仮称）

四日市
公立大学
（仮称）

三重大学
-国立大学-

収容定員400人 収容定員400人



ＪＲ四日市駅前への大学設置計画 ～整備コンセプト～

市民・学生・企業をつなぐ、 まちに開かれた“ニワミチ・キャンパス” 中央通りとの接続イメージ

 

 
 

【低層棟】
・学生間交流
・地元企業との連携
・市民の交流 等…

【高層棟】
・大学の管理部門
・講義室
・研究室
・実験室 等・・・
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四日市市長 森 智広

ご清聴いただき、
ありがとうございました！
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